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般
的
に
野
菜
は
収
穫
か
ら
時
間

　
　
が
た
つ
と
鮮
度
が
落
ち
て
お
い

し
く
な
く
な
る
…
そ
の
例
外
も
あ
り

代
表
が
『
か
ぼ
ち
ゃ
』
。
収
穫
し
た

て
は
ボ
ソ
ボ
ソ
で
あ
ま
り
甘
く
あ
り

ま
せ
ん
。
１
ヶ
月
ほ
ど
保
存
す
る
こ

と
で
で
ん
ぷ
ん
質
が
糖
化
し
、
ホ
ク

ホ
ク
で
甘
い
か
ぼ
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
。

家
庭
で
も
日
の
当
た
ら
な
い
涼
し
い

場
所
に
置
い
て
お
く
と
、
糖
化
は
進

み
ど
ん
ど
ん
甘
く
な
り
、
β
-
カ
ロ

テ
ン
も
増
加
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
あ
る
時
期
を
過
ぎ

る
と
呼
吸
の
た
め
に
糖
分
を
使
い
、

水
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
く
の
で
注
意
を
。

　
ま
た
越
冬
キ
ャ
ベ
ツ
や
越
冬
大
根

な
ど
、
収
穫
後
雪
の
下
で
寝
か
せ
、

寒
さ
に
当
て
る
こ
と
で
甘
み
を
増
す

野
菜
も
あ
り
ま
す
。

一

◆
消
費
者
だ
よ
り
◆

野
菜
と
上
手
な
お
つ
き
あ
い

 

　
「寝
る
子
は
育
つ
」

読
書
の
家
か
ら

読
書
の
家
か
ら

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

新
刊
案
内

今月の1冊
〈
一
　
般
〉
▽
再
会
（
横
関
大
）
▽

月
と
蟹
（
道
尾
秀
介
）
▽
マ
ン
チ
ェ

リ
ア
ン
・
リ
ポ
ー
ト
（
浅
田
次
郎
）

▽
孤
舟
（
渡
辺
淳
一
）
▽
漂
流
（
小

檜
山
博
）
▽
ヒ
コ
ベ
エ
（
藤
原
正
彦
）

▽
お
父
や
ん
と
オ
ジ
さ
ん
（
伊
集
院

静
）
▽
半
次
郎
捕
物
控
え
御
当
家
七

代
お
祟
り
申
す
（
佐
藤
雅
美
）
▽
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
（
佐
々
木
譲
）

〈
児
童
書
〉
▽
も
り
の
て
ぶ
く

ろ

（
ナ
タ
ー
リ
ャ
・
チ
ェ
ル
ー
シ
ナ
／

八
百
板
洋
子
）
▽
び
っ
く
り
ま
つ
ぼ

っ
く
り
（
多
田
多
恵
子
／
堀
川
理
万

子
）
▽
ク
リ
ス
マ
ス
の
ち
い
さ
な
お

く
り
も
の
（
ア
リ
ス
ン
・
ア
ト
リ
ー

／
上
條
由
美
子
）
▽
こ
れ
は
な
み
だ

？
（
栗
林
慧
）
▽
ふ
う
と
は
な
の
絵

本
「
う
し
」
（
い
わ
む
ら
か
ず
お
）

▽
赤
ト
ン
ボ
や
ぁ
！
で
あ
え
た
ね
！

（
今
森
光
彦
）

〈
一
　
般
〉
▽
ミ
レ
ミ
ア
ム
〈
上
・

下
〉
（
ス
テ
ィ
ー
グ
・
ラ
ー
ソ
ン
）

▽
横
道
世
之
介
（
吉
田
修
一
）
▽
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
（
佐
々
木
譲
）
▽
悪

道
（
森
村
誠
一
）
▽
十
字
架
（
重
松

清
）
▽
往
復
書
簡
（
湊
か
な
え
）
▽

交
易
（
佐
伯
泰
英
）
▽
白
髪
ジ
ャ
ッ

ク
（
東
野
圭
吾
）
▽
よ
り
か
か
ら
ず

（
茨
木
の
り
子
）
▽
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

ラ
ン
プ
（
小
林
ゆ
き
子
）

〈
ロ
ー
タ
リ
ー
文
庫
〉
▽
津
波
か
ら

人
々
を
救
っ
た
稲
む
ら
の
火
（
文
渓

堂
）
▽
社
会
調
査
で
み
る
災
害
復
興

三
宅
島
（
田
中
淳
）
▽
雲
仙
火
山
災

害
に
お
け
る
防
災
対
策
と
復
興
対
策

（
髙
橋
和
雄
）
▽
十
津
川
水
害
と
北

海
道
移
住
（
蒲
田
文
雄
）
▽
磐
梯
山

爆
発
（
米
地
文
夫
）
▽
手
記
で
読
む

関
東
大
震
災
（
武
村
雅
之
）
▽
自
然

災
害
と
防
災
の
科
学
（
水
谷
武
司
）

▽
生
物
の
進
化
大
図
鑑
（
マ
イ
ケ
ル

・
ベ
ン
ト
ン
）

●
開
館
時
間

午
前
10
時
よ
り
午
後
４
時
20
分
ま
で

（
※
木
曜
日
・
祝
祭
日
休
館
）

●
12
月
の
休
館
日
（
年
末
年
始
）

12
月
16
日
・
23
日
・
30
日
～
1
月
6

日
・
1
月
13
日

あ
ぶ
た
読
書
の
家
　
　
76
‐
2
1
0
0

み
ず
う
み
読
書
の
家
　
75
‐
４
７
０２

●主な野菜の保存方法
保存適温は５℃前後。葉が付いたものは根元で切
り、新聞紙で包んでポリ袋に入れて保存します。

ポリ袋に入れてしっかり口を閉じ、冷蔵庫で立て
て保存。０℃に近いチルド室が最適です。

光をさえぎるために新聞紙で包んでポリ袋に。保存は
３～５℃前後で、適度に湿度のある場所が理想です。

新聞紙で包み、冷暗所で立てて保存。カットしたものは株の
根元に縦に切り目を入れると成長が止まり、長持ちします。

まるごとの場合は１０℃前後の風通しのいい場所へ。カットし
たものは種とわたを取ってラップで包み、冷蔵庫で保存します。

１本ずつ新聞紙などの紙で包み、ポリ袋に入れて冷蔵
庫へ。ときどき紙を取り替えるとより長持ちします。

新聞紙などの紙を軽く湿らせて包み、ポリ袋に入
れて冷蔵庫の野菜室へ。立てて保存します。

完熟したものはポリ袋に入れて冷蔵庫の野菜室へ。
青みが残っているものは室温で熟すのを待ちます。

ラップでしっかり包み、冷蔵庫の野菜室へ。丸ご
となら、かなり長期の保存が可能です。

鮮度劣化が早いので保存には向きません。１～２日なら、
ラップできっちり包み、冷蔵庫で立てて保存します。

保存性の高い野菜です。蒸れないようにネットに
入れ、やや乾燥した冷暗所に吊るして保存します。

土付きの場合は新聞紙で包み冷暗所へ。洗いごぼうは
湿らせた新聞紙で包み、ラップして冷蔵庫の野菜室へ。

大 根

ブロッコリー

じゃがいも

白 菜

かぼちゃ

にんじん

ほうれん草

ト マ ト

長 い も

アスパラガス

玉 ね ぎ

ご ぼ う

『おおきな木』シ
ェル・シルヴァス
タイン作・本田錦
一郎訳　

　1964年初版で、子どもから大人
までず～っと、読み継がれている本
です。その年代、その歳で、感じ方
が違って自分の手元に是非持ってい
たい一冊です。

〈ストーリー〉
おおきなりんごの木と男の子のお話で、ちっ
ちゃな男の子が成人に
なり、年老いるまで、
おおきなりんごの木が
見守り、限りない愛を
ささげ続けるというお
話です。あなたの、そ
ばにもきっと、おおき
な木があると思います。

恒
例
の
年
末
特
別
貸
し
出
し
を
12

月
21
日
よ
り
一
人
5
冊
貸
し
出
し

を
始
め
ま
す
。（
新
刊
は
一
人
１
冊
）

お知らせ


